










































■検討報告書（素案）に対する学識経験を有する者からのご意見

秋田市長
　　穂積　志

・先の会議でも述べているとおり、各目的別評価や総
合的評価については、これまでの検討の過程において
適切になされていると思います。

　したがいまして、本検討報告書（素案）について
は、コスト的、期間的な面はもとより、治水や利水な
どへの多様な調節機能を持つ「成瀬ダム案」を最も有
利であるとしていることから、妥当なものであると考
えます。

・かんがい代替案の地下水取水は、自然環境などへの
影響もある事を考慮すべきと思われる。

・平鹿平野は恒常的な用水不足が生じており、地下水
利用や番水などの厳しい水管理により用水不足に対処
している状況である。
営農の生産性を上げるためには、かんがい用水の安定
的供給が不可欠である。

秋田大学大学院
工学資源学研究
科
　教授
　　木村　一裕

・洪水調節、かんがい・水道利用、流水の正常な機能
の維持、いずれの目的においても、環境影響に対する
最大限の配慮のもとに、事業効果が早期に得られる代
替案とすべき。地下水利用は環境への影響が懸念され
ること、堤防のかさ上げ等は事業効果の発現時期が遅
いことに留意する必要がある。

○平成２４年１０月３０日の学識経験を有する者からの意見を聴く場を欠席さ
れた方からのご意見

秋田県立大学
生物資源科学部
　教授
　　佐藤　照男


